
(1) 令 和 4年 7月 31日発行 新宮商工 ニ ュー ス 第444号

(1)中 小企業基本法 (昭和 38年法律第 154号)第 2条第 1項に規定する中小企業者その他知事がこれと

同等と盟める者 (以下 「中小企業者等」という。)で あること。

(2)県 内で、日本標準産業分類 (平成25年総務省告示第 405号)に 規定する業程のうち別表米(産業分類

による対象業種)に 定める業程又は別表※(県内地場産業)に 定める県内地場産業に保る製造業 (以下
「対象業種」という。)を 営む事業者であつて、次の (ア)か ら (ウ)ま での全ての要件を満たす者

(ア)県 内で店爺、宿泊施設、工場又は事業所 (以下 「店舗等」という。)を 運営していること。

(イ)対 象業種を事業として営む事楽者であること。

(ウ)令 和 4年 6月 1日までに当按業程に係る営業を開始し、本支援金の申前日において当弦営業の実態

があること。

※上BH■
シについては和B山 県ホームベージ ・中B理 項にてご“■ください。

(3)各 申摘者の運営する対象業種に係る県内の店舗等 (以下 「対象店舗等」という。)における令和4年

4月.5月 ヱは8月のいすれか1か月の増ユ畳覆に優るERに おける窮上百 tB盛収入〕の台叶」TE 31年

(令莉元年〕、令細2年■は令和3年同月に比して30A― セント以上減少しており、かつ、当按売上高の比較

に使用した年の4月 から6月 までの3か月の当&窮 上■の合ll」15万円LLで ある者であること。ただし、

令和3年 4月 2日から令和4年 6月 1日までの間又は令和2年 4月 2日から令和3年 4月 1日までの間に

(2)に規定する対象業種の皆染を開始した者その他知事がこれらと同等と出める者については、別に定める。

(4)事 業経続の意思がある者であること。

【和は山県政食・宿泊・サービス発等費甚食とは】
新型コ回ナウイルス感染症の拡大に加え、原油価格を始めとした原材料■の高騰により大きな影害を受けている

県内中小企業者 (中小企業又は個人事業主)の 事業継続を支え、雇用の維持を図るための支援金です。

口曲臣要辞卜】下記の4つ の要件を全て満たしている必要があります。

【受担金額】
対象要件を満たす事業者に対し、

令和4年 7月 1同時点の常時使用している

従業員の数に応じて ,右配表の支援金額

となります。

【申節手続】
く申請期限> 令和 4年 9月 30日 t金)ま で

※WEBの 場合は、令和4年9月30日 (金)23:59分 までに申常してください。

※郵送の場合は、令和4年9月30日 (金)までの消印有効です。

<申 摘方法> ● WEBに よる中町 ※ 和ユ山県ホ中ムヘージ 〔外gリ ンク)か ら中口してください。

●コ産による中日 ※ 申口8頭 B中口理項は当所。東牟■担興目.寄 ■荷観所で□おしてます。

また、和歌山県ホームページからダウンロー ドもできます。

※簡易を留などヨ便物の追跡ができる方法で郵送してください。

※送料は申補者側の御負担でお願いします。その際に料金の不足が生しないように

御注意ください。

く宛  先 > 〒 640-8341和 歌山市黒田 1丁 目2-17ア ズマハウスビル5F

飲食 B宿泊 ロサービス業等支援金 (第5期 )事 務局 宛

※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、意回による対面受付は行いません。

【申 野 書 類 】 詳 しくはホ
ームページまたは申請要項でご確援 ください。

01人 ～ 100
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(5)飲 食 ・電泊 ・サービスB● 章■白 てお 3閣 妥ほ"48)の

田り込み発7の お何らせの写し

※

サービス卑害受田at毎 3河ヱほ"4阿 )から出置中町内書のをEt

車する8合は,お理に応じ。以下の8日も縄出してください。

tC)a.県内でEBgを ヨ出していることをE鴫するBH
b.対最凛宙書曽む事索書であることを重電する■頭

t●書:●販研)

(7)確盛■亀薄 tttB何4'機 章〕 ※確韓■が6人Hとつ母台お理です

(3)観込先口HEa tttB"5'機 式)

(OD ttR名簿 〔河B打 6号母章)※ 法人の,台お車です。

【お問い合わせ】飲食口宿泊・サービス業等支援金事務局
<TEL>0120-730-500 <受 付時間>午 前 9時 から年後 5時 まで (平日)

<ホームページ>https:

新宮商工会議所

発行所/新  宮  商  工  会  議  所
新宮市井の沢3番8号 電 話 (22)5144代 表

E‐mail infO@shingu‐cci.or.jp
Homepage http://wwW.Shingu_cci.or.jp

令和4年 7月 1日現在、新宮市の世帯数・男女別人口
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:塔桂首〓ジモ
托荘ネット受付:

″新宮信用金庫
理事長 浦 木 睦 雄

〒647-0004 新 目市大橋通3丁目1-4

酔福田時計店
新宮市仲之町2-1-4

TBL 0735-21-2177/FAX 0735-21,2178

ジュエリー&ウ ォッチ

FUKUDA
新宮市情本2-14-23イ オン新宮店内
TELiFAX 0735-28-3164

<8月体秦口>
8/2●・9●・140・ 150・ 160・ 23●・30●

浜イオン覇宮店は■骨コリ書衆します日(伸之町本向

土本 ・■軍 ・ホ■資材 ・出台口窮

地域の発展に貢献する

霊間三苦商店
代表取締役 口   '乏

本   社 新宮市橋本1-12-10
TEL 0735‐-22‐-5271

FAX 0735-22-7643

和歌山支店 和政山市小倉411-50
TEL  073-488ロー8730

田辺営業所 田辺市朝日ヶ丘11-19
TEL  0739--33--9581



第4 4 4号 新宮 商エニ ユー ス 今和 4年 7月 31日発行

勘轍 垂つり202
下Bの 書田りに●加される方・

2参 脚団捧募集!
団体を募集しております。

く●加鼻幹>

1団体5七 以上で申し込みくだきい。(■り子.寓 持ち害含む。)

<中 込汚切>

令和4年 8月 7日 〔日)ま で t88)

お申し込みは,G●●gl●フォームにて中爵してください。

(靖宮宙工会ヨ所ホームベージよりお申し込み正けます。

強B由 は当日、会母にお持ちください。

hitp://wH.●hingぃoci.o『.い/)

戦

1団 体 7名 以上で申し込みください。(プラカート.慎 持ち、付書置いは含みません。)

<申 込節切>

令和 4年 8月 7日 〔日)ま で は 守〕

お中し込みは、Goo宮:●フオ~ム にて申宙してください。

(靖宮宙工会■所ホームヘージよりお申し込みコけます。

強■由は命和 4年 0月 0日 (a)ま でにど担出下さい。

薔
http:〃w.shiに いOCi,o『.1,カ

tCDのみの対応とさせて頂きます。)

<● 加晏件尊>
・rおほり新宮価Jの 担り付けで■つていただきます。
・求お害について特に掘□はどざいません。各自でご周遠ください。
・うちわや田子を持つをど、回りに支障が出をい臣□でアレンジしていただいて驚倍です。
・お出する団体にはカスタネツトを用意しますので、申込書にB入 してください。
・小学生以下の,加 書には,加 口を用意しています。

く中込お切>

令和4年 3月 5日 (含)ま で は思"

お中し込みは,寄 ヨ商宙工観光耳内 寄 宮税まつり事務局

TEL:0735-23-3333〔 内白 3002・3001)FAX:0735-21-7422

津"は 、輸■宙工iBRホ ームヘージにて,加 される書■りの,加 =項 をrn四 下さい。

新宮市 ビジネスチャンス受擢補助金

市内の中小企業者等の販路拡大及び需要開拓を促進 し、

展示会与への出展に係る経費の一部を補助 します。

産業の振興及び経済の活性化を図るため、

m)市 内に住民票を置く個人事業者もしくは市内に主たる事業所を持つ法人であること

(21市税を滞納していないこと

(3)現年度に本補助金の交付を受けていないこと

【対象事業】県外等 (※)に おける販路拡大を図るための展示会、商議会、見本市への出展

※現地での物販を主目的とする出展は対象外です。

(※)補 助対象となる展示会等の開催地

県外 (二重県は津市以北、奈良県は樋原市以北)、市外 (和歌山市以北)、海外

【対象経費】出品料、出展料、旅費、展示装飾費、通信運搬費、印刷製本費、広告宣伝費

【補 助 額】対象経費の1/2以内 (上限20万円)

①l会計年度における補助金の交付申笛は、1申補者につき1回限りです。
②同一の展示会等での交付申務は3回までです。
③安付決定日以降の支払いが補助対象経費となります。交付決定日前に支払いのあつた経費は補助対象外です。
④輪助金の額に1,000円未満の端数が生じたときは切り捨てます。
⑤同一事業について、日、その他地方公共団体等から補助金の交付を受ける埼合は、 補助対象経費から
その他補助金の交付を受ける額をとし引いた額を補助対象経費とします。

⑥2月末日までに支払いが完了しなければ補助対よ手来の完了とはみなされないのでご注意ください。
⑦年度内であっても、予算額上限にとし次第、終了となります。

顕骨巳ザ岳岳ン t孔弥穏結薔

基礎からはじめるデジタル経営
研毎期間         対 象者

2022年
10/190・20●
11/110
3日 間 ( 1 8時間)

経営者 ・経営幹部 ヨ後経者

う経営にITやAlの活用を

【ケ千ス教材 :オフィスのデジタル化】

ケース教材について、◆加者でディスカッションを重
ねて、ケースに対する自身の洞窯・見解を深め,経
営に関する意思決定力を高めます。ケース教材を学
ぶ中で、デジタル経営のポイントを学びす 。

Alに よる生産性向上

【ケース教材 :Alを活用した生産性向上の取り組み】

ケース教材につして、今加者でディスカッションを重
わて、ケニスに対する自分の浸車・見解を深め、経
営に関するな息決定力を高めます。ケース教材を学

自社のデジタル経営に

向けたビジョン策定

自社の現状を把握し、どの採題に対してどのよう
クノロジーを活用できるかを検討しまれ また、研告
のまとめとして 「デジタル経営に向けたビジョン」策
定に取り組み、デジタル経営に向けて一歩踏み出す
イメージを共有します。

体了証書交付

中小企業大学校 関西校 FAXt0790-22-5942

下観表に滋当する」域嬢事業者等         ・ 補助率 補 助対象経費の2/3以内

t撤 輸 )
増時使用する役採員の数
5人 以下

増時使用する従業員の数

20人 以下田道演その他

《対担となる口発》

経営計画に基づいて実施する、地道な販路開拓等の

ための取組。あるいは、販路閣拓等の取組とあわせ

て行う業務効率化 (生産性向上)の ための取綱。

●対象となる取り組みの例
。新商品を陳列するための翻の購入
・新たな販促用チラシの作成、送付
・新たな販促月 PR(マ スコミ県体での広告等)
。国内外のほ示会、見本市への出展、高ま会への◆加
・新商品の開発
・新商品の開発にあたつて必要な日●の購入
。国内外での商品PRイ ベントの実施
・新たに 'OSレ ジツフトウェアを購入し、売上管理業務

を効率化する
。新たに経理 ・会計ンフトウェアを庫入し、決算業務を

効率化する

《宙駒対象置R》

・補助額 上 限50万円

X通 常枠以外にいくつかの額型があり、類型により
補助率・上限額が異なります。
鮮しくはホームページにてご礎露ください。

《申晴手鯨》

・申請海切 :(第 9回締切)2022年 9月 20日

(第10回翔切)2022年 12月上旬

(第11回締切)2023年 2月下旬

Mに ついては 下BH円 又は当面工会宮所まで

機械装置寺費、広報費、ウェブサイト関連費、    ・ 小規模事業者持続化補助金事務局 (電話
・ホームベージ)

TEL:03-6632-1502 htt,s:〃「3.31=。kukaいoJokint info′
展示会等出展費、旅費、開発貫、資料購入費、

・斬宮南工会缶所 TEL:0735‐22-5144推役務費、借林 設備拠分費、委託・外注費

入秘容足で
お因りではありませんか2

をす1坪車準装態差i3争車害曇義輩をtlど:ま
人材不足解湘ごは正雇用以外に則隆 という方法もあります。

大企業の出発解祭.在 宅ワークで今が副葉人材活用のチヤンスです 1

相談は無料
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電監 時 社寺す封 優 が 神
本 社 /和 歌山県新営市浮島1-25 TEL 0735‐21-3800

由観レンタル`販売・体理 (全国52■森所)/温湾・ホテル/クリーンエネルギー

弱 麟

… … 車 ― 味 車
申 日】百E各ロガえ・LPガスロほぼガス・― ・EIR

詢 ・― ・巾 口粛えG・ ドライアイス

邸記南酸素熔材店
介ヨ用島 た いよう掛己南
代表取締役社長 杉  本    登

本  社  斬宮市書■2-9-8 TEL 0735(22)5227(代)
LPe型遺・卸寄問 ヤマスギ    FAX 0786(22)7all

お部屋 B 寅 店爺 。売地 ・売家を お傑 しの方 は、
当社 におまかせ くだ さい。

百 菓 不 動 産 株 式 会 社
代表取締役社長  柴  育 男

〒647-0019 和歌山県新宮市新町三T目 2番の 13 育栄ビル

営業時間 / 9 : 0 0 ～ 1 3 : 0 0   定休 日 / 水 , 木曜 日 を

宅建免静  和 歌 山県知事 ( 7 ) 第 2 6 9 3 号

TEL 0735-22-0143  FAX 0735-21-7008
URL hitp://www sunshinenet co jp/ikuei/

林業 ・襲材業 ・山林苗本 ・不動産業

山一本店グループ

新宙市新町二丁 目 1番 地の 5

株式会社 山 一本材
代表取締役 瀬 古 伸 一郎

TEL 0735-22-8,15/FAX 0735-21-1247



(3) 令 和 4年 7月 31日発行 新宮南エニ ユース 第444号

マル経融資(小翔模事異者経営改宮資金)は、経営改曽を
目ろうとする小規模事業者の方々をバツクアップするため.

新ヨ南工会銅 の推晴により。無担保 ・無保証人 ・ほ金利
で出資を受けられる目t日本政策含B7Ar)の 出資何度です。

※中込食日が1,500万円を通える'台 ほs tt軍 件を増たすお理がどざいます。

再軍― 哲口月軽静臣JS万

1。22%
①健韓員破J百票ロサービス韓はS ABItttサービスRのうも、■泊R・
距 は20Ant弔.軍造婁・その他の韓寝は20人以下の事環書

②靖宮宙工会強所官内で1年以上営理している方

③出期日のコ率している全ての現食を完出されている方

④輯宮西工虫臣所の経営指導を6ヶ月nt前から受けている方

⑤側日本政策白由公庫のB受対最盛種を営んでいる方

河言口■

週ほ資金 7年 以内
霞宙資金 10年以内
← 本閣庄は左轟の新宮市利子情出臣度の対象とをつています。

こ
の
制
度
は
、
経
済
環
境
の

変
化
に
対
処
し
て
商
工
業
の
活

性
化
と
育
成
を
図
る
た
め
、
経

営
の
安
定
化
と
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
利
子

の
一
部
を
補
給
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

《対
象
融
資
制
度
》

■
日
本
政
策
金
融
公
庫

・
小
規
模
事
業
者

者
で
、
市
内
の
事
業
所
で
同

一
事
業
を
引
き
続
き
１
年
以

上
営
む
者
、
又
は
市
内
に
本

店
を
有
す
る
法
人
で
同
一
事

業
を
引
き
続
き
１
年
以
上
営

む
法
人
。

②
市
税

（国
民
健
康
保
険
税
を

含
む
）
を
完
納
し
て
い
る
者
。

①
利
子
補
給
対
象
融
資
制
度
を

各
償
還
期
日
毎
に
償
還
し
て

先
日
、
滋
賀
県
の
近
江
八
幡

市
を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
琵
琶

湖
南
岸
に
位
置
し
、
ご
一方
よ

し
」
で
知
ら
れ
る
近
江
南
人
の

ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
織
田
信
長

が
築
い
た
安
土
城
も
あ
り
ま
す
。

食
べ
物
と
し
て
は

「近
江
牛
」

や

「近
江
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
」
が
有

名
で
す
が
、
最
近
、
徐
々
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
地
元
の

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
に

「赤
こ
ん

に
ゃ
く
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
の
通
り
、
赤
い
こ
ん

に
ゃ
く
で
、
こ
ん
に
や
く
を

三
二
酸
化
鉄

（俗
称

一
べ
ん
が

に
は
と
て
も
珍
し
く
映
り
ま
し

た
。
開
け
ば
、
こ
れ
を
ご
ま
泊

と
塩
だ
れ
を
合
わ
せ
て
、
ま
る

で
レ
バ
刺
し
の
よ
う
に
食
べ
る

商
品
も
販
売
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
国
内
の
２０
～
４０
代
の
女
性

の
多
く
が
鉄
分
不
足
の
状
態
で

す
。
日
常
の
食
事
の
中
で
十
分

に
鉄
分
を
摂
取
す
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。
赤
こ

ん
に
ゃ
く
は
、
日
常
的
に
食
べ

ら
れ
る
食
材
の
中
で
は
鉄
分
の

含
有
量
は
目
立
っ
て
多
い
で
す
。

ケ
ー
ジ
形
状
な
ど
が
、
健
康
志

向
で
鉄
分
補
給
を
求
め
て
い
る

女
性
の
生
活
シ
ー
ン
と
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
た
商
品
と
し
て
つ
く

り
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
。
次

に
、
健
康
機
能
重
視
の
エ
ー
ズ

が
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
に
、
商
品
の

情
報
が
十
分
に
届
く
方
策
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
調
理

法
の
情
報
提
供
や
、
機
能
性
の

検
証
と
い
っ
た
こ
と
も
必
要
で

し
よ
つヽ
。

日
常
的
に
消
費
さ
れ
る
食

品
の
健
康
機
能
性
に
注
目
し

て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
消
費
シ
ー

ン
を
変
え
て
ヒ
ッ
ト
し
た
事
例

に
、
「
ア
サ
ヒ
コ
」
の

「豆
腐

バ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
豆
腐
は

も
と
も
と
低
カ
ロ
リ
ー
で
高
タ

ン
パ
ク
の
食
品
で
す
。
こ
の
特

徴
を
打
ち
出
し
て
、
食
べ
応
え

を
出
す
た
め
に
あ
え
て
硬
く

商
品
と
な
り
ま
し
た
。

か
ま
は
こ
な
ど
の
練
り
物
も

低
カ
ロ
リ
ー
・
高
タ
ン
パ
ク
で

す
。
神
奈
川
県
小
田
原
市
の
老

舗

「鈴
廣
」
は
、
サ
ッ
カ
ー
日

本
代
表
の
長
友
佑
都
選
手
と
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
健
康

志
向
が
強
く
、
体
を
鍛
え
る
人

向
け
に
新
た
な
商
品
コ
ン
セ
プ

ト
を
提
案
し
始
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
伝
統
的
な
食
習
慣
に

は
、
発
酵
食
品
や
魚
由
来
の
オ

メ
ガ
３
脂
肪
酸
な
ど
最
近
の
健

康
食
の
ト
レ
ン
ド
を
先
取
り
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
す
で
に
定
着
し

て
い
る
食
材
や
食
品
を
別
の

タ
ー
グ
ッ
ト
や
消
費
シ
ー
ン
に

向
け
て
応
用
で
き
る
可
能
性
は

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
現
時
点
か
ら
の

発
想
で
は
な
く
、
「上
流
の
も

経
営
改
善
資
金

（マ
ル
経
）
　
　
い
る
者
。

「
生
活
衛
生
改
善
貸
付
　
　
　
　
《利
子
補
給
の
額
》

■
和
歌
山
県
　
　
　
　
　
　
　
　
①
利
子
補
給
利
率
年
１
・３
％

・
小
企
業
応
援
資
金
　
　
　
　
　
②
補
給
額
上
限
　
年
１０
万
円

（特
小
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
利
子
補
給
期
間
　
借
入
期
間

《対
象
者
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
範
囲
内
、
３
年
を
限
度

①
新
宮
市
内
に
住
所
を
有
す
る

新
入
会
員
ご
紹
介

（１
件

・
敬
省
略
）

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

◎

麟
麟
ｋ
ａ
ｎ

（菓
子
製
造
業
）
新
宮
市
野
田
二
十

一

上
回
ピ
ル
Ｉ
Ｆ
３
号
室

ら
）
と
い
う
食
品
添
加
物
で
赤
　
カ
ロ
リ
ー
が
少
な
く
食
物
繊
維

く
染
め
た
こ
ん
に
や
く
で
す
。
　
も
多
い
た
め
、
健
康
機
能
性
の

そ
の
由
来
は
、
「派
手
好
き
の
　
面
か
ら
も
つ
と
注
目
さ
れ
て
よ

信
長
が
好
ん
だ
か
ら
」
な
ど
諸
　
い
食
品
な
の
に
、
ま
だ
そ
う

し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
や
　
の
づ
く
り
」
と

「下
流
の
売
り

ジ
ム
な
ど
で
食
器
や
調
味
料
が
　
方
・
伝
え
方
」
を
逆
算
し
て
プ

な
く
て
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
　
ラ
ｙ
ン
ュ
ア
ツ
プ
し
て
い
く
と
、

に
、
形
状
や
味
付
け
を
工
夫
し
　
新
し
い
時
代
に
合
っ
た
伝
統
食

∧
Ｉ
Ｔ
関
連
の
お
悩
み
∨

★
店
舗
で
の
販
売
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
開

始
し
て
売
上
増
を
目
指
し
た

い
。

☆
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
た
い

が
、
進
め
方
が
わ
か
ら
な
い
。

★
一
度
〇
〇
ツ
ー
ル
を
試
し
て

み
た
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
不
足
で

会
社
全
体
に
展
開
で
き
て
い

な
い
。

★
当
社
の
課
題
の
把
握

・
整
理

か
ら
Ｉ
Ｔ
専
門
家
に
お
願
い

し
た
い
。

と
い
っ
た
和
歌
山
県
内
の
中
小

企
業

・
個
人
事
業
主
の
み
な
さ

ま
の
デ
ジ
タ
ル
化

・
Ｉ
Ｔ
化
で

お
悩
み
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
専
門

家
派
遣
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ご
相
談
頂
い
た
内
容
に
基

づ
き
最
適
な
専
門
家
を
マ
ッ
チ

ン
グ
し
ま
す
。
本
制
度
を
利
用

す
る
と
、
１
事
業
所
あ
た
り
最

大
３
回
ま
で
相
談
費
用
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

※
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

（先
着
順
）

※
指
導
を
受
け
る
際
に
使
用
す

る
教
材

・
材
料
費
等
は
実
費

負
担
で
す
。

∧
受
付
期
間
∨

２
０
２
２
年
４
月
１
日

～
２
０
２
３
年
１
月
３‐
日

∧
お
問
合
せ
先
∨

新
官
商
工
会
議
所

阻
¨
２２
‐
５
１
４
４

簿

「あ
り
品
れ
た
食
材
の

新
た
な
可
能
性
に
注
目
」

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所
上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

説
あ
り
ま
す
。
地
元
の
ス
ー
　
な
っ
て
い
な
い
の
に
は
さ
ま
ざ
　
ま
し
た
。
豆
腐
バ
ー
は
発
売
か
　
品
の
新
し
い
ヒ
ッ
ト
が
生
ま
れ

パ
ー
で
は
普
通
に
売
ら
れ
て
い
　
ま
な
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
　
ら
１
年
で
コ
ン
ビ
ニ
を
中
心
に
　
る
可
能
性
は
高
い
で
し
ょ
う
。

る
も
の
で
す
が
、
外
か
ら
の
目
　
ま
す
。　
一
つ
は
サ
イ
ズ
や
パ
ッ
　
ー
０
０
０
万
本
を
売
る
ヒ
ッ
ト

デジタル経営診断は、経営者が自社のデジタル化の現状や課題を組織するための
自己診断ツールです。6つのカテゴリ (経営戦略、組織体制と仕組み、デジタル
人材育成、新規事業創発、デジタルツール、業務改革)に関して、デジタル化の
現状を自己評価することができます。また、和歌山県内の事業者の平均値 (全事
業者B業種別)と比較し、自社の優位性やベンチマークとのギャップ、優先的に
取り組むべき課題などを明碓化することができます。

【対象事費者〕
和歌山県内に本社又は手業所を有する以下の事増書 t法人・何人事R到
・地増産農分野 t田離・化学・機慨金属・食品加工・忌庭用呂・情報通ほ)
・観光分野 〔宿泊・小亮・田義〕

〔費用】 憲料

【デジタル経営移断のご利用方潤
下観URLよリデジタル経営静断サイトにアクセスしてメールアドレスを重鶴、

宮観後、居いたメールのURとから基本情報を入力し、本E観 してください。

官写」言吊坐こS;字T子
は
経毬ま猪jtta抑帥欝

自然災害の発生、感染症の大流行にテロ攻率、システム障害…。

前触れ無 く理 いかかるこれ らの危機的状況に対 し、企業が損害 を最小限に知 え手業の

機統や優旧を図るためには何 をなすべきか ?

貴社の現状移断か ら被災 した際の検幾 3 1 i練体験、事業程続力強化計画湧定申荷を

災の事前対策に関する計画を経済産業大臣が 「事業
継続力強化ft画」として認定する制度です。認定を受けた中小企業は、税制措置や
金融支眼、補助金の加点などの支援策が受けられます。

8月 26日 t含),4:00～ 16:15

m新 ■商工会B所 2口 六ホール    tt)レ ジリエンシーブランニンタをフィス
※ナイン会うのセミナー内gt       ft現 取西観 伊口 "氏
口●L□ほいたします。(定田 30こ〕.aRe=111ance′〔―トサーヨンサルタント

価 甘ifi援 宮可鶴を′―トパツヨン●        タ ロス′`―トナーは〕

をお打ちください            縄 豪取翻住 8,11久 生 氏

〔会8で ,Ra"ヵ 強化計直寓定申町■を作成することがで書ます)

総 螂 粧ヽ 室爵蓋謎 』墨盤齢
J靭

く今こそ始める 「健康経営⑥」>

従業員の健康づくりに取り組む 「健康経営」が、注目されています。職場で健康

な従業員が増えると、生産性や企業価値の向上などメリットが期待できます。

協会けんぽ和歌山支部は、和歌山県と共同で、「健康経営」の第一歩となる
「わかやま健康づくリチヤレンジ運動」を実施しています。

●「わかやま健康づくリチャレンジ運動」の取り組み内容

①田け ・特定保“指導の実お
。対象者へ声掛け
・特定保健指導の日程鋼整や

面譲場所の提供など

前年度以上の実施率になるように

取り組みましょう

①,晏 所でのHづ くり
・ラジオ体操等の運動
口禁煙への取り組み
・ノー残業デーの投置など

無理なくできるところか ら

取 り組んでみましょう

ますは 「わかやま健康づくリチャレンジ運動」の登録から

始めましょう。      お 申し込みについてはこちらから→

全国健康保険協会 和 歌 山 支 部  〒 6 4●8酎6和 歌山す六番T5日 進和歌山ビル 3晴

創業明治元年喜告途料筋選蔭

各維を
新宮市大橋通 り3丁 目3の 4

T E L 0735(22)3132

花嫁衣裳は日本全国お届けお引取り致します

全日本ブライダルメイトグループ加盟店

高級貸衣裳専門

杉 本 衣 裳 店
新宮 市大橋通 り 3丁 目 2-4

電話 (0735)② 354o香 側

企画・デザインから印刷まで

収 材寺 霊 画
ポスター・パンフレット・チラシ・DM
封筒・各種伝票・名刺・Aガ キ・冊子等
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サ
ッ
カ
ー
大
会

み
ば
奈
良
大
会
に

製

去
る
７
月
２
日

（土
）
に
開

催
さ
れ
た
商
工
会
議
所
青
年
部

第
１９
回
全
国
サ
ツ
カ
ー
大
会

「ま
ほ
ろ
ば
奈
良
大
会
」
に
和

歌
山
県
連
チ
ー
ム
と
し
て
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
気

温
３５
度
を
超
え
る
酷
暑
の
中
、

プ
レ
イ
し
ま
し
た
。
第
１
試
合

は
、
クう
い
ろ
―
ず

（山
口
県

連
チ
ー
ム
ン

と
、第
２
試
合
は
、

ク千
葉
県
連
チ
ー
ム
ク
と
、
第

３
試
合
は
、
ク前
橋
緑
水
会

（前

橋
Ｙ
Ｅ
Ｃ
ン

と
対
戦
し
、
い

ず
れ
も
敗
戦
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
サ
ツ
カ
ー

を
通
じ
て
、
他
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

方
々
と
交
流
し
、
ま
た
、
和
歌

山
県
連
チ
ー
ム
と
し
て
も
連
帯

を
深
め
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た

と
感
じ
ま
し
た
。
９
月
２３
日
、

２４
日
に
和
歌
山
県
田
辺
の
地
に

て
開
催
さ
れ
る

「第
４０
回
近
畿

プ
ロ
ッ
ク
大
会
紀
州
た
な
べ
大

会
」
に
向
け
て
広
く
Ｐ
Ｒ
が
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
、
青
年
部
に
こ
の
６
月

に
入
会
し
た
ば
か
り
で
右
も
左

も
わ
か
ら
な
い
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
岩
浮
会
長
、
野
中
専

務
理
事
と
と
も
に
現
地
に
行
き
、

他
単
会
の
皆
様
と
得
意
な
サ
ッ

カ
ー
で
交
流
で
き
て
と
て
も
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
交

流
や
学
び
、
仕
事
面
で
も
広
い

葉
が
り
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

去
る
７
月
８
日
（金
）
新
宮

商
工
会
議
所
に
て
Ｚ
０
０
Ｍ
を

通
じ
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
主
催

「Ｖ

Ｌ
Ｐ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
受
講

い
た
し
ま
し
た
。

全
く
馴
染
み
の
な
い
言
葉

「
Ｖ
Ｌ
Ｐ
」
と
は
何
を
略
し
た

言
葉
か
と
い
う
と

「ビ
ジ
ョ
ナ

リ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
さ
ら
に
こ
の
言
葉
を
理
解

す
る
た
め
に
深
掘
り
し
て
い
く

と

「
リ
ー
ダ
ー
」
「プ
ロ
グ
ラ

ム
」は
理
解
で
き
る
と
し
て
「ビ

ジ
ョ
ナ
リ
ー
」
と
は
？
さ
っ
そ

く
調
べ
て
み
る
と
、
「先
見
の

明
の
あ
る
人
。
特
に
、
事
業
の

将
来
を
見
通
し
た
展
望
を
持
っ

て
い
る
人
。」
≡」
れ
が
ビ
ジ
ョ

ナ
リ
ー
で
し
た
―

こ
の
Ｖ
Ｌ
Ｐ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
す
が
、
全
国
一
斉
に

行
う
の
で
は
な
く
今
回
は
近
畿

プ
ロ
ッ
ク
の
各
Ｙ
Ｅ
Ｃ
の
会
長

や
代
表
の
方
々
と
Ｚ
０
０
Ｍ
内

で
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
各
グ

ル
ー
プ
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

（進
行
役
）
の
方
が
つ
い
て
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
グ
ル
ー

プ
は
八
尾
、
小
浜
、
岸
和
日
、

堺
、
城
東
、
新
官
の
グ
ル
ー
プ

で
、
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
シ
ー
ト
と

い
う
ス
プ
レ
ツ
ド
シ
ー
ト
を
各

代
表
が
入
力
し
、
入
力
し
た
内

容
を
フ
ア
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
方

が
質
問
を
し
て
い
く
と
い
う
形

の
ト
レ
ー
エ
ン
グ
で
し
た
。

シ
ー
ト
の
内
容
は
、
新
宮
Ｙ

Ｅ
Ｃ
の
現
状
、
得
意
な
事
業
、

吉
手
な
部
分
、
抱
え
る
課
題
、

女
性
会
員
の
割
合
、
親
会
と
の

比
率
、
様
々
な
項
目
に
つ
い
て

入
力
を
い
た
し
ま
し
た
。

項
目
を
埋
め
て
い
く
た
め
に
、

事
務
局
を
含
め
新
宮
で
一
緒
に

参
加
し
た
部
員
と
意
見
を
交
わ

し
な
が
ら
単
会
の
現
状
を
会
話

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を

言
語
化
し
て
い
く
こ
と
が
今
回

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
重
要
な
部

分
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
と
、
感
じ
ま
し
た
。

今
回
は
１
回
目
と
い
う
こ
と

で

「質
問
に
答
え
る
だ
け
」
と

い
う
形
の
勉
強
会
で
し
た
が
、

実
際
振
り
返
っ
て
み
る
と
現
状

を
把
握
し
て
い
な
い
と
答
え
る

こ
と
も
出
来
な
い
の
と
、
改
め

て
我
々
新
官
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
強
み
や

課
題
を
再
認
識
で
き
た
と
実
感

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
グ

ル
ー
プ
の
代
表
の
方
々
と
の

デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
少
し
は

で
き
た
の
で
、
成
功
事
例
の
共

有
な
ど
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
今
回
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
内
容
を
新
宮
の
部
員
と
共

有
し
、
次
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
は
も
う
少
し
参
加
者
を
募
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｖ
Ｌ
Ｐ

（ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

ト

レ
ー

ニ
ン
グ

事

業

に
参
加

し

て

会
長

岩
澤
　
白ヨ
之

（
Ｐ

Ｈ

Ａ

Ｔ

Ｄ

Ａ

Ｎ

Ｃ

Ｅ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｄ

Ｉ

Ｏ

新

宮

）

！！！一「
一！　

！！！！↓
「！！！一，一
一ド！・！

（ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
２‐
）

パ
イ
ロ
ー
カ
ル
新
宮
参
加
店

で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
２‐
の
上

浦
マ
リ
オ
さ
ん
の
取
材
を
行
い

ま
し
た
。

Ｑ．
↓
事
業
所
名
を
教
え
て
下
さ

Ａ
¨
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
２．
で
す
。

Ｑ２
・
業
種
、
取
扱
い
商
品
、
商

品
数
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ２
↑理
容
業
（バ
ー
バ
ー
）、
ル
ー

ゾ
ー
商
品

（ポ
マ
ー
ド
、
ワ
ッ

ク
ス
）
な
ど
の
販
売
で
す
。
予

約
不
要
で
、
「散
髪
の
め
ん
ど

い
」
を
最
速
で
解
決
。
金
曜
の

夜
に
は
ポ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
会

を
行
う
な
ど
、
ク床
屋
を
行
の

遊
び
場
に
―
ク
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ３
中
ど
う
い
っ
た
お
客
様
が
多

イ
ン
フ
ピ
ュ
Ｊ

い
で
す
か
。

Ａ
一
２０
代
か
ら
４０
代
の
男
性
の

お
客
様
が
多
い
で
す
。

Ｑ４
一
年
齢
と
、
こ
の
事
業
を
始

め
る
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ

Ａ４
¨
現
在
は
４４
歳
で
す
。
母
が

美
容
師
だ
っ
た
こ
と
が
き
つ
か

け
で
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

Ｑ５
¨
こ
の
事
業
を
始
め
て
大
変

だ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
下
さ

Ａ５
中
開
業
当
初
は
、
大
変
だ
っ

た
か
な
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
一
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
下
さ
い
。

Ａ６
■
床
屋

っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
だ
！
」
単
に
髪
を
切
る

と
こ
ろ
だ
け
に
は
し
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
コ
に
く

れ
ば
、
「
常
に
誰
か
が
い
る
」

そ
う
い
っ
た
場
所
に
で
き
る
よ

う
意
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ７
・
バ
イ
ロ
‐
カ
ル
の
話
が
き

た
際
は
、
正
直
ど
う
思
わ
れ
ま

し
た
か
。

Ａ
∵
」れ
ま
で
、サ
ン
タ
ク
ル
ー

ズ
に
行
き
勉
強
を
し
て
き
て
い

た
の
で
、
や
っ
と
そ
う
い
っ
た

話
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ８
¨
バ
イ
ロ
‐
カ
ル
新
宮
を
進

め
て
い
く
上
で
、
ど
う
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

か
。
何
か
感
じ
た
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
か
。

Ａ８
¨
私
自
身
、
丹
鶴
商
店
街
の

中
で
事
業
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
て
、
で
き
れ
ば
丹
鶴
商
店
街

と
一
緒
に
何
か
で
き
る
こ
と
な

ど
な
い
か
、
携
わ
ら
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ９
↓
ご
自
身
の
長
所
は
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す

か
。

Ａ
中事
業
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、

プ
ロ
グ
で
も
掲
載
は
し
て
い
ま

す
が
「運
動
」
「食
事
」
「睡
眠
」

深
堀
り
し
て
い
く
、
探
求
心
が

自
身
の
長
所
だ
と
思
い
ま
す
。

ＱｌＯ
¨
休
日
は
、
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
ま
す
か
。
趣
味
は
何

で
す
か
。

ＡｌＯ
”
当
店
で
金
曜
日
の
夜
に

行
っ
て
い
る
ポ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
、

熊
野
古
道
な
ど
を
走
る
ト
レ
イ

ル
ラ
ン
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
す
。

Ｑｌ‐
一
新
宮
市
内
で
お
す
す
め
の

お
店
、
よ
く
行
く
お
店
は
あ
り

ま
す
か
。

Ａ‐‐
も

弓
・ョ
営
Ｌ

究
は
、
お

す
す
め
で
す
。

Ｑ‐２
¨
会
社
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ａ‐２
中
Ｆ
告
鳴
”ヨ
や
プ
ロ
グ
な

ど
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非

見
て
く
だ
さ
い
。

Ｑｌ
¨
バ
イ
ロ
ー
カ
ル
新
官
を
進

め
て
い
く
上
で
の
意
気
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ａ‐３
¨
・０
回
に
１
回
、
地
元
の
も

ん
を
買
お
れ
川

【店
舗
情
報
】

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
２．

〒

６

４

７
１
０

０

１

０

新
宮
市
丹
鶴
２
１
５
１
６

阻
一〇
７
３
５
１
効
１
７
８
０
６

営
業
時
間

中

水
木
金
１
〇
一〇
０
～
１
９
一〇
０
、

土
日
８
¨
０
０
～
１
７
一〇
〇

定
休
日
¨
毎
週
月

・
火
、
毎
月

最
終
日
曜
日
。

新
入
会
員
紹
介

間
島
　
な
ぎ
さ

（岡
常
生
花
含
同
会
社
〕

≡
■
キ
」
ギ
■
　
、

本
年
度
よ
り
青
年
部
に
入
会

し
ま
し
た
岡
常
生
花
合
同
会
社

の
岡
島
な
ぎ
さ
と
申
し
ま
す
。

榊

（サ
カ
キ
）
や
権

↑
ン
キ
ミ
）

な
ど
神
仏
用
生
花
、馬
酔
木
（ア

セ
ピ
）
や
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
と

い
っ
た
枝
物
の
生
産
加
工
を
行

い
、
日
本
文
化

・
神
事
に
必
要

不
可
欠
な
生
花
を
日
本
各
地
の

お
客
様
に
ま
ご
こ
ろ
込
め
て
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

生
活
の
場
で
あ
り
、
本
社
を

構
え
て
い
る
新
宮
市
が
よ
り
良

い
街
に
な
る
よ
う
微
力
な
が
ら

も
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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